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2026年2月3日 

各   位 
東京都港区芝浦三丁目 1 番 1 号 
安 田 倉 庫 株 式 会 社 
代表者名 代表取締役社長 小川 一成 
（コード番号：9324 東証プライム）  
問合わせ先 業務部長 瀧澤 和貴 
（ TEL. 03 － 3452 － 7311 ）  

 

2026年3月期通期連結業績予想の修正および配当予想の修正（増配）に関するお知らせ 

 

当社は、2026年3月期通期連結業績予想および配当予想について、2025年5月7日に公表した内容を本日開

催の取締役会において下記のとおり修正することを決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

1． 2026年3月期 通期連結業績予想の修正について 

 

(1) 2026年3月期 通期連結業績予想の修正（2025年4月1日～2026年3月31日） 

 

営業収益 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

1株あたり 

当期純利益 

 

前回予想（Ａ） 

百万円 

78,000 

百万円 

3,700 

百万円 

5,000 

百万円 

3,300 

円 銭 

113.93 

今回予想（Ｂ） 80,000 4,200 5,600 6,000 207.13 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 2,000 500 600 2,700  

増 減 率（％） 2.6% 13.5% 12.0% 81.8%  

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 2 0 2 5 年 3 月 期 ） 
75,115 3,515 4,977 2,802 96.76 

 

(2) 修正の理由 

当社グループは、2025年度から2027年度までの3年間を対象期間とする中期経営計画「強くなる、ひとつに

なるYASDA GROUP CHALLENGE 2027」に基づき、物流事業、不動産事業および経営インフラ各分野で掲げた戦略

を着実に推進してまいりました。 

その結果、前連結会計年度に新設した物流施設及び不動産施設が当初計画を上回る稼働率で推移したことに

加え、キッティング業務、運送業務、国際輸送業務において堅調に需要を取り込むことができました。また、IT

化・物流 DXの推進による業務の効率化・生産性の向上、さらにはコスト構造改革の進展に伴う営業原価、販管

費・一般管理費等の圧縮も寄与し、営業収益、営業利益、経常利益については前回公表予想を上回る見通しとな

りました。 

また、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、本日公表した「投資有価証券売却益（特別利益）の

計上見込みに関するお知らせ」のとおり、保有する投資有価証券の一部売却を実施すること、および保有不動産

の売却等により特別利益を計上する見込みとなったことから、2025 年５月７日に公表した業績予想を上方修正

するものであります。 
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2． 配当予想の修正について 

 

(1) 配当予想 

 １株当たり年間配当金（円） 

第2四半期末 期 末 合 計 

前回予想 

（ 2025 年 5 月 7 日）  
 29円00銭 58円00銭 

今回予想  39円00銭 68円00銭 

当期実績 

（ 2 0 2 6 年 3 月 期 ）  
29円00銭   

（ご参考）前期実績 

（ 2 0 2 5 年 3 月 期 ）  
15円00銭 20円00銭 35円00銭 

 

(2) 修正の理由 

中期経営計画に掲げる配当の基本方針に基づき、本日上方修正した通期連結業績予想を踏まえ、期末配当

予想を前回予想から10円増配の１株当たり39円に修正いたします。これにより、年間配当予想は１株当た

り68円となります。 

 

（注）本資料に掲載されている予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、 

実際の業績などは、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

以  上 


